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安心安全な放射線検査を 放射線科科長（医長）　山
やま

田
だ

　宏
ひろ

明
あき

　利根中央病院放射線科は、１名の放射線診断専門

医と11名の診療放射線技師で運営しています。常

勤医師不在でしたが、2020年４月より群馬大学放

射線診断核医学科と連携を取り常駐体制となりまし

た。休日夜間も技師当直体制をとっており、救急患

者も24時間検査を行うことが出来ます。

　当科で可能な検査として、一般レントゲン撮影、

マンモグラフィ、骨密度測定、消化管造影、心臓血

管造影、CT、MRIなどがあります。地域の医療機

関よりご依頼をいただき、CTやMRIなどの撮影、画

像データ及び読影レポートの発行も行っています。

　造影剤を使用した検査も行っています。造影剤は

様々な疾患評価に利用され、放射線科では欠かすこ

とのできない薬剤です。しかし頻度は高くはありま

せんがアレルギーを生じること

があり、非常に稀ですが命にか

かわることもあります。当院で

は放射線科医師が検査室内で業務を行っており、ア

レルギー出現時には同医師が診察・治療を行うこと

でスピーディーに対応出来るよう心掛けています。

実際に検査を行う放射線技師、注射を行う看護師、

診察を行う医師の連携も重要で、各職種が参加した

アレルギー対応のシミュレーションも行っていま

す。

　放射線科で行う検査では、被曝や造影剤アレル

ギーなど患者に一定のリスクが生じてしまいます。

撮影方法や検査体制の改善を通じて、安心安全に検

査を受けていただけるよう努力していきます。ご不

明な点や検査ご依頼などございましたら、ご一報い

ただけますと幸いです。

造影剤アレルギーに対するシミュレーションの様子放射線科スタッフ
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リハビリの様子

４階Ｂ病棟スタッフ

　地域包括ケア病棟は急性期治療を終了し、すぐに

在宅や施設退院に移行するには不安のある患者や、

在宅や施設療養中から緊急入院した患者に対して在

宅復帰にむけて医療、看護、リハビリを行うことを

目的とした病棟です。

　疾患の再発予防・回復促進のために、リハビリ職

員による機能リハビリ、看護師や介護福祉士による

日常生活動作の再獲得のための生活リハビリなどを

提供しています。

　さらに、患者が抱える問題点を明確にし、解決の

ために本人と家族の意向を確認しながら関係多職種

が連携しています。患者が安心して暮らすために必

要な療養環境調整や介護サービスの提供が出来るよ

うに、医療や介護福祉に関わる様々な専門職種が互

いの専門性を活かし一つのチームとして地域に働き

かけを行っています。その上で希望される退院先で

療養できる様にサポートを行っています。患者や家

族の笑顔や温かい言葉がけは私たちの励みになり、

やりがいをもって業務を遂行しています。

　また、当病棟では在宅療養中の受け入れや、家族

の一時休息として（レスパイトケア）受け入れなど、

安心して地域で暮らすための働きかけも行っていま

す。医療依存度の高い方の受け入れも可能ですので、

対象の方がおられましたら当院ホームページをご覧

いただくか、総合

支援センター担当

者までご連絡をお

願いいたします。

　地域の皆様が住

み慣れた地域で療

養継続できるよう

なケアの提供を目

指し日々奮闘して

います。



NSTの紹介

NSTの紹介
NST専任管理栄養士　諸
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だ
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NSTチーム

　NST（Nutrition Support Team、栄養サポー

トチーム）とは、患者に最適の栄養管理を提供する

ために、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、臨床

検査技師、理学療法士、言語聴覚士、歯科医師、歯

科衛生士などで構成された医療チームのことです。

当院では2003年８月よりNSTを立ち上げ同年12

月に日本臨床栄養代謝学会（旧日本静脈経腸栄養学

会認定）NST稼動施設取得し活動を開始し、2005

年２月より日本臨床栄養代謝学会認定教育施設取得 

してから2021年までに臨床実地修練の研修を28回

実施し院内外より130名参加していただいています。

　NSTは、病気や手術のために十分な食事が取れ

ない患者に最も適切な栄養補給の方法の提案や、病

気の回復や合併症の予防に有用な栄養管理方法の提

案などを行っています。主な活動のひとつである

NST回診は、入院時に主観的包括的評価といった

スクリーニング法をもとにNST介入が必要な患者

を選択し、週１回のNST回診にて患者の栄養評価

（アセスメント）を行い、患者の病態や今後の経過

を考慮します。原則的に腸が使える患者には経腸栄

養を推奨し、長期経腸栄養患者には内視鏡的胃瘻造

設術（PEG）や内視鏡的腸瘻造設術（PEJ）の導

　栄養管理は急性期病

院だけで解決するもの

ではなく、外来での治

療、転院先の治療へ引

き継がれていきます。

シームレスな栄養管理

を行うためにも、病

病連携や病診連携を

行い、「地域一体型の

NST」の構築を目指

して活動の場も広げて

いきたいと考えおりま

す。

入を行っています。当院では病院スタッフ全員が患

者の栄養を考えていけることを目標とし、2004年

４月から定期的な学習会を実施し適切な栄養療法の

啓発活動を行っております。



病院事務局　事務次長　井
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訓練の様子

講師：西岡大輔氏

講演の様子

きらめき　トピックスきらめき　トピックス

ランサムウェア対策電子カルテ停止時紙運用検証訓練実施

学習講演会を開催

　９月２日（土）、ランサムウェア対策の一環とし

て電子カルテ停止時の紙運用検証を実施しました。

　ランサムウェア攻撃の被害にあった際は、電子カ

ルテ関連の全システムが停止してしまうことが先の

ランサムウェア攻撃を受けた病院の報道でも明らか

になっています。当院も電子カルテシステム導入か

ら10年が経過する中で、紙運用から大きく離れて

しまっており、紙運用を経験したことのない職員も

増えてきました。

　今回のタイミングで現在用意してあるマニュアル

を再確認し、運用が可能かどうかの検証を行うとと

もに、改善点がないかの検討も行いました。

　ランサムウェア攻撃を受けたとしても、通常診療

に大きく影響が出ないよう今後も検証訓練を行って

いく予定です。

　９月13日（水）に大阪医科薬科大学研究支援セ

ンター医療統計室で講師として生活困窮者の健康支

援をテーマに研究をされている西岡大輔氏をお招き

し、学習講演「テーマ：私たちは困難を抱える患者

の味方なのか？」を開催しました。参加職員は医師、

看護、技術、事務合わせて79名でした。

　日常診療の中で、医療者側の価値観と患者側の価

値観とのずれが生じる事があります。医療者と患者

側の関係性は、医療者側がワンアップ、患者側がワ

ンダウンの関係性である場合が多く、より良い関係

るそうです。患者の医者ぎらい、病院ぎらいは病院

側が作り出しているという講義内容に気づきを得ま

した。

　医療機関は診療を通じて、困難を抱える人を発掘

できる場所です。患者に信頼されることで、患者が

発した言葉から病気やけがの背景の裏側に潜む、生

活上の問題に気付く事ができる為、SDHの視点で

患者を精察することが重要となります。

　声なき者の“言葉”と医療従事者とつながった細い

糸を大事にし、そして事例を共有し地域の関係者に

つなぎ、細い糸を紡いで太くしていくことが大切で

ある事を学びました。

性の構築のためには

医療者側は目線をワ

ンダウンし、患者に

合わせる事が求めら

れます。患者が医療

者側の提案を拒否す

るのは、支援そのも

のを拒否しているの

ではなく、支援の「や

り方」を拒否してい


